
 

平成 22年度「循環型社会形成推進科学研究費補助金」による 

（循環型社会形成推進研究推進事業） 

｢日本人研究者の海外派遣」の 
募 集 案 内 

 

 

１ 趣 旨 

 財団法人 日本環境衛生センターでは、環境省「循環型社会形成推進科学研究費補助金」

事業のうち「循環型社会形成推進研究推進事業」により、日本人若手研究者を海外での国

際会議等に派遣します。 

 

２ 募集の概要 

２－１ 募集期間 ： 平成 22 年 5 月 20 日から 6月 30 日まで 

２－２ 対象分野 ： 廃棄物対策に関する研究等 

２－３ 派遣人員 ： 5 名程度 

２－４ 派遣時期 ： 平成 23 年 1 月 31 日まで 

２－５ 派遣条件 ： 国際会議等での発表など 

２－６ 助 成 金 ： 出張費等の経費一式 

２－７ 海外派遣実績（廃棄物対策推進事業による平成 21年度実績） 

国際会議等名称 開催場所 開催期間 派遣人数 

ASME 2009 International Design Engineering 

Technical Conferences & Computers and 

Information in Engineering Conference 

(IDETC/CIE 2009) 

アメリカ 

(サンティエゴ） 

2009/8/30～

9/2 
１名 

International Conference of East and  

Southeast Asia Federation of Soil Science 

Societies(ESAFS9) 

大韓民国 

(ソウル) 

2009/10/27

～10/28 
１名 

The 10th International Symposium on East 

Asian Resources Recycling Technology 
大韓民国 

(済州島) 

2009/11/2～

11/9 
１名 

2nd asia pacific regional young water 

professionals conference (IWA) 
中国 

(北京) 

2009/11/3～

11/9 
１名 

 

３ 問合せ先 

財団法人 日本環境衛生センター 研修広報部 担当：石黒、長谷川 

〒210-0828 神奈川県川崎市川崎区四谷上町 10－6 

TEL:044-288-5095 FAX:044-288-5217 e-mail: koho@jesc.or.jp 
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「日本人研究者の海外派遣」について 
 
１ 目的 環境省の補助金により、（財）日本環境衛生センターが日本人若手研究者を国

際会議等に派遣し、被派遣研究者が自ら実施した研究成果を国際会議等で発表

するとともに、海外の最新情報を収集し、これらの成果を日本国内で公表する

ことにより、循環型社会構築や廃棄物適正処理等に係る研究及び技術開発の推

進を図ることを目的とします。 

２ 対象分野 １）循環型社会構築に関する研究・技術開発 

２）廃棄物リサイクル・適正処理に関する研究・技術開発 

３ 派遣人数 ５名程度 

４ 派遣時期 平成２３年１月３１日まで 

５ 派遣期間 国際会議等の開催期間に移動期間等（開催期間の前後１日ずつ）を加えた日数 

６ 派遣条件 １） 次の機関に所属している者 

① 国及び地方公共団体の試験研究・技術開発機関 

② 学校教育法に基づく大学及びその附属研究・技術開発機関 

③ 民間企業の研究・技術開発機関 

④ 独立行政法人の試験研究・技術開発機関 

⑤ その他の法人（研究・技術開発に関する業務を行うものに限る） 

２） 原則として、日本国籍を有する２２歳から３９歳までの者 

３） 国際会議等において発表する者 

４） 国際会議等において情報収集を行うことができる程度の英会話ができる者 

５） 国際会議等において発表した内容及び収集した情報等の概要を報告する

ことができる者 

７ 助成金の範囲 １） 国内旅費 ： 所属する機関から国内の国際空港までの往復旅費 

２） 海外旅費 ： 国内の国際空港から、応募申請書中の「３．申請に係る

国際会議等」に記入した国際会議等の開催場所までの往

復航空運賃（エコノミークラスの航空運賃、ただし正規

割引運賃適用路線はその金額） 

３） 海外旅行保険料 ： 旅行期間の保険料 

４） 宿泊費・日当 ： 「国家公務員等の旅費に関する法律」及び「国家公務員

等の旅費支給規定」に準じる。宿泊日数は、参加する国

際会議等の開催期間と同じ日数分とし、日当について

は、開催期間に加えて、その前後１日ずつを加えた日数

分とする。 

５） 登録料等 ： 国際会議等で発表する場合に必要な登録料及び資料購

入費など 

６） その他 ： 決定後本人と協議し、必要と認めた費用 



- 2 - 

８ 助成金の支払い 国際会議等から帰国後、すみやかに「平成２２年度日本人研究者の海外派遣に

係る旅費申請書」に必要事項を記入し、航空運賃支払い領収書・登録料領収書

などの原本（若しくはコピー）とともに、（財）日本環境衛生センターへ提出

して下さい（期日は後日、ご連絡いたします）。確認後、銀行等に振込みいた

します。 

９ 応募方法 「平成２２年度日本人研究者の海外派遣事業に係る応募申請書」（「申請書」）

に必要事項を記入の上、事務局に提出して下さい。 

１） 提出書類 ： 「平成２２年度日本人研究者の海外派遣事業に係る応募申

請書」（p.3、4 参照） 

２） 提出方法 ： 原則としてメールによる提出 

※メールによる提出が困難な場合には、郵送あるいは持参で

も可。 

３） 提出先 ： E-mail で、koho@jesc.or.jp 宛に提出してください。 

※郵送・持参の場合は、p.1 の問合せ先まで提出。 

４） その他 ： ① 「申請書」は、Microsoft Word で作成してください。 

   ② 上記３）のＥメールアドレスに連絡いただくと、「申請書」

のデータ（Microsoft Word 形式）を返信します。件名は

「海外派遣申請書希望」として送ってください。 

１０ 応募期間 平成２２年５月２０日から６月３０日まで 

１１ 審査方法 （財）日本環境衛生センター内に審査委員会を設置して応募書類を審査し、海

外派遣者を決定します。 

１２ 決定通知 海外派遣決定等の結果は、郵送で本人宛に通知します。 
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平成２１年度 日本人研究者の海外派遣事業に係る 

応 募 申 請 書 
 

平成 22 年 月 日 

財団法人日本環境衛生センター 

理事長 奥村 明雄 殿 

 

 １ 申請者に関する事項 

氏名（ふりがな）  

所属名  

職名  

所属住所 〒 

電話・ＦＡＸ  

E-mail  

生年月日 19  年 月生 

最終卒業学校名、年次  

専攻科目、学位  

国際会議への参加・ 

発表の有無 

（過去５年間程度） 

※有の場合、会議名称・開催年月・開催場所・参加または発表の区分を記載 

 

 

 

 ２ 申請者の研究に関する事項 

現在の研究テーマ  

主な研究成果 

（過去３年間程度） 

 

上記研究成果の 

発表歴等 

 

 

平成２２年度 日本人研究者の海外派遣事業に係る 

応 募 申 請 書 
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 ３ 申請に係る国際会議等について 

会議名称  

開催期間  

開催場所  

発表する研究の目的

（400 字程度） 

 

発表する研究の概要

（400 字程度） 

 

発表する研究の必要

性と期待される効果

（400 字程度） 

 

国際会議等への出席

に必要な概算費用 

【旅費】  

【登録料等】  

   

 合計  

 

 

 ４ 添付書類 
発表の手続き等に関する書類（申込書・承諾書等）の写し 

※完了していない場合には、今後の予定・見通しを下記に記載 

 

 


